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メッキ液・エッチング液の薬液濃度計
検出器／変換器一体型
　銅濃度／ニッケル濃度計

検出器／変換器分離型
　銅濃度／ニッケル濃度計

プロセス用！！
　電磁誘導式　液体濃度計

プローブ型！
　硫酸銅／ニッケル濃度計

CU-800／Ni-800 CU-502／Ni-502 EMC-502 CU-5Z／Ni-5Z

Ni-800
高濃度：0.0～200.0 g/ℓ (Ni)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Ni)

Cu-800
高濃度：0.0～80.0 g/ℓ (Cu)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Cu)

工業用　５０２シリーズ
　硫酸銅モニター
　ニッケルモニター
　ｐＨモニター
　ＯＲＰモニター
　フッ素イオンモニター
　電磁濃度計

CU-502
Ni-502
PC-502
OC-502
KF-502
EMC-502

プローブ型　５Ｚシリーズ
〇銅濃度計　CU-5Z
　銅濃度を0.0～76.0g/ℓの範囲で測定

〇ニッケル濃度計　Ni-5Z
　ニッケル濃度を0.0～199.9g/ℓの範囲で測定

〇銅・ニッケル濃度計　CUNi-5Z
　一台で銅とニッケル濃度を測定

簡単取付
簡単操作
高機能

電気的無接触型で
高濃度薬液濃度測定

測定方式

測定対象

測定範囲
測定単位

電磁誘導式センサー

塩酸、硫酸、硝酸、その他

サンプルにより異なります。
（応相談）

　

長
年
に
わ
た
り
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
る

「
ヒ
キ
フ
ネ
祭
り
」
は
、お
客
様

に
愛
さ
れ
る
の
と
同
様
に
地
域

か
ら
も
愛
さ
れ
る
事
は
、
同
社

の
責
任
で
あ
る
と
同
時
に
存
立

の
条
件
で
あ
る
と
の
考
え
か

ら
、
現
在
は
共
催
と
な
っ
た
平

和
橋
町
会
と
の
お
祭
り
で
屋
台

等
の
出
し
物
や
盆
踊
り
等
の
費

用
を
同
社
が
負
担
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
同
社
で
は
、
小
学

生
の
体
験
学
習
に
協
力
し
た

り
、
町
会
と
合
同
で
防
災
訓
練

を
行
う
な
ど
、
地
域
貢
献
と
の

関
わ
り
を
深
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
子
供
の
頃
に
「
ヒ
キ

フ
ネ
祭
り
」
を
体
験
し
た
従
業

員
が
入
社
す
る
と
い
っ
た
出
来

事
も
あ
り
、
同
社
が
地
域
か
ら

愛
さ
れ
て
い
る
事
が
窺
わ
れ

る
。

　

同
社
が
墨
田
区
か
ら
現
在
地

の
東
四
つ
木
に
移
転
し
た
１
９

７
２
年
（
昭
和
47
年
）
か
ら
地

下
に
貯
留
ピ
ッ
ト
を
設
け
、
排

水
や
廃
液
を
全
て
処
理
す
る
な

ど
、
当
時
か
ら
環
境
対
策
に
力

を
注
い
で
い
て
、
石
川
社
長
は

「
ヒ
キ
フ
ネ
が
２
０
０
５（
平
成

17
）年
に「
葛
飾
区
優
良
工
場
」、

２
０
０
８（
平
成
20
）年
に『
葛

飾
ブ
ラ
ン
ド
葛
飾
町
工
場
物

語
』
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
の

も
、
優
れ
た
も
の
づ
く
り
だ
け

で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
地
域
貢

献
活
動
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
と

受
け
止
め
て
い
ま
す
」
と
述
べ

て
い
る
。

　

今
回
の
「
ヒ
キ
フ
ネ
祭
」
で

は
、
社
員
が
ブ
ル
ー
の
揃
い
の

半
纏
を
ま
と
い
、
手
作
り
焼
き

そ
ば
、
ワ
タ
飴
、
か
き
氷
や
ポ

ッ
プ
コ
ー
ン
、
他
に
コ
リ
ト
ン

ゲ
ー
ム
、
輪
投
げ
、
く
じ
引
き
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど

等
の
出
し
物
を
提
供
し
、
石
川

輝
夫
会
長
や
石
川
英
孝
社
長
も

半
纏
姿
で
、
世
話
役
に
回
り
、

地
域
の
皆
様
と
の
交
流
に
い
そ

し
み
、
平
和
橋
町
会
長
と
一
緒

に
祭
の
盛
り
上
げ
を
図
っ
て
い

た
。

　

ま
た
、
お
祭
り
会
場
に
は
、

都
議
会
議
員
や
区
議
会
議
員
な

ど
の
方
々
が
お
祝
い
に
駆
け
付

け
、
路
上
に
は
１
３
０
０
人
を

超
す
来
場
者
で
ご
っ
た
返
す
よ

う
な
賑
わ
い
を
見
せ
、
お
お
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

東
京
都
鍍
金
工
業
組
合
葛
飾
支
部
の
㈱
ヒ
キ
フ
ネ（
石
川
英
孝
社

長
／
東
京
都
葛
飾
区
東
四
つ
木
２
‐
４
‐
12
）
は
、4
年
ぶ
り
の

「
ヒ
キ
フ
ネ
祭
り
」
を
８
月
27
日
に
平
和
橋
町
会
の
「
納
涼
ふ
る

さ
と
祭
り
」
と
共
同
開
催
し
た
。

平
和
橋
町
会
と
合
同
で
第
四
十
一
回「
納
涼
ふ

る
さ
と
祭
り
・
ヒ
キ
フ
ネ
祭
」
を
開
催

((

株株))

ヒ
キ
フ
ネ

ヒ
キ
フ
ネ

（株）ヒキフネ・日本能率教会・テクノフロンティア 2023・大阪産業技
術支援フェア・SEMI・全国中小企業団体中央会・自動車技術会・全鍍連
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一
般
社
団
法
人
日
本
能
率
協

会
（
中
村
正
己
会
長
、Ｊ
Ｍ
Ａ
）

は
、
企
業
が
抱
え
る
経
営
課
題

を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
か
ら
の

経
営
指
針
と
な
る
テ
ー
マ
や
施

策
の
方
向
性
を
探
る
こ
と
を
目

的
に
、
１
９
７
９
年
か
ら
「
当

面
す
る
企
業
経
営
課
題
に
関
す

る
調
査
」を
実
施
し
て
い
る
。今

回
は
、「
組
織
・
人
事
編
」
と
題

し
、
企
業
の
人
事
部
門
の
責
任

者
を
対
象
と
し
て
、組
織
運
営・

人
事
分
野
の
課
題
に
フ
ォ
ー
カ

ス
を
当
て
、
対
応
の
実
態
や
施

策
の
検
討
状
況
を
調
査
し
た
。

本
稿
で
は
、
社
員
の
キ
ャ
リ
ア

開
発
・
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
関
す

る
調
査
結
果
を
取
り
上
げ
る
。

1
．
8
割
超
の
企
業
が
社
員
の

自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
た

め
に
取
り
組
み
を
実
施
・
検
討

大
企
業
で
は
９
割
に
の
ぼ
る

は
じ
め
に
、
社
員
の
自
律
的
な

キ
ャ
リ
ア
開
発
の
た
め
の
取
り

組
み
状
況
を
尋
ね
た
。

「
取
り
組
ん
で
い
る
（
そ
の
た
め

の
施
策
が
あ
る
）」
が
47
・１
％
、

「
検
討
中
、
ま
た
は
予
定
が
あ

る
」
が
34
・
６
％
と
、
合
計
で

８
割
超
の
企
業
が
、
自
律
的
な

キ
ャ
リ
ア
開
発
の
た
め
の
取
り

組
み
を
実
施
、
も
し
く
は
検
討

し
て
い
た
。
従
業
員
規
模
別
で

み
る
と
、
大
企
業
で
は
「
取
り

組
ん
で
い
る
」
が
70
・
６
％
、

「
検
討
中
、
ま
た
は
予
定
が
あ

る
」
が
23
・
５
％
と
、
取
り
組

み
を
実
施
・
検
討
し
て
い
る
企

業
は
94
・
１
％
に
の
ぼ
っ
た
。

次
に
、
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
企
業
に
対
し
て
、
自
社
で
取

り
入
れ
て
い
る
仕
組
み
を
尋
ね

け
て
い
る
企
業
に
限
っ
て
も
、

実
際
に
会
社
（
組
織
）
と
し
て

既
に
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る

割
合
は
２
割
に
満
た
な
い
の
が

現
状
。

○ 

リ
ス
キ
リ
ン
グ
は
特
に
デ

ジ
タ
ル
関
連
ス
キ
ル
の
取
得
に

つ
い
て
の
文
脈
で
語
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
実
際
に
企
業
が

社
員
に
推
奨
し
て
い
る
リ
ス
キ

リ
ン
グ
の
内
容
と
し
て
も
「
Ａ

Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
関
連
」
が
７
割
超
と
高
い
傾

向
に
あ
っ
た
。
特
に
、「
技
術
、

Ｉ
Ｔ
、
研
究
開
発
」
部
門
の
社

員
に
対
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
関

連
の
ス
キ
ル
を
推
奨
し
て
い
る

企
業
が
多
い
と
の
結
果
に
な
っ

た
。
た
だ
し
、
デ
ジ
タ
ル
関
連

ス
キ
ル
と
共
に
「
現
在
の
研
究・

開
発
・
専
門
に
隣
接
す
る
分
野

の
知
識
・
ス
キ
ル
」
を
推
奨
し

て
い
る
割
合
も
高
く
、
デ
ジ
タ

ル
関
連
の
知
識
に
と
ど
ま
ら

ず
、
現
在
の
業
務
に
隣
接
す
る

知
識
や
ス
キ
ル
を
広
く
身
に
つ

け
て
い
く
こ
と
を
望
む
企
業
側

の
意
識
が
見
て
と
れ
る
。

○
現
状
、
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア

開
発
・
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
取
り

組
み
は
大
企
業
が
先
行
し
て
い

る
状
況
だ
が
、
経
営
環
境
の
急

速
な
変
化
か
ら
、
今
後
は
企
業

規
模
を
問
わ
ず
、
よ
り
多
く
の

企
業
に
お
い
て
、
経
営
課
題
と

し
て
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
く

る
と
考
え
ら
れ
る
。

調
査
時
期
：
２
０
２
３
年
１
月

17
日
～
２
月
10
日

調
査
対
象
：
Ｊ
Ｍ
Ａ
の
法
人
会

員
な
ら
び
に
評
議
員
会
社
、
お

よ
び
サ
ン
プ
ル
抽
出
し
た
全
国

主
要
企
業（
計
４
０
０
０
社
）の

人
事
部
門
の
責
任
者

調
査
方
法
：
郵
送
調
査
法
（
質

問
票
を
郵
送
配
布
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
回
答
）

回
答
数
・
回
答
率 

回
答
数
５

９
６
社
・
回
答
率
14
・９
％

す
る
分
野
の
知
識
・
ス
キ
ル
」

（
61
・７
％
）、「
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
関
連
」（
42
・

５
％
）
が
上
位
と
な
っ
た
。

　
「
技
術
、
Ｉ
Ｔ
、
研
究
開
発
部

門
」「
そ
れ
以
外
の
部
門
」
を
統

合
す
る
と
、「
現
在
の
研
究
・
開

発
・
専
門
に
隣
接
す
る
分
野
の

知
識
・
ス
キ
ル
」
と
共
に
、「
Ａ

Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
関
連
」
が
高
く
、
社
員
の
現

在
の
所
属
部
門
を
問
わ
ず
、
デ

ジ
タ
ル
関
連
の
ス
キ
ル
は
優
先

度
が
高
く
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

調
査
結
果
を
受
け
て
の
コ
メ
ン

ト○
今
回
は
、
企
業
の
人
事
部
門

の
責
任
者
を
対
象
に
実
施
し
た

「
当
面
す
る
企
業
経
営
課
題
に

関
す
る
調
査 

‐
組
織
・
人
事
編

２
０
２
３
‐
」
に
つ
い
て
、
社

員
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
リ
ス
キ

リ
ン
グ
に
関
す
る
調
査
結
果
を

紹
介
し
て
い
る
。

○
ま
ず
、
社
員
の
自
律
的
な
キ

ャ
リ
ア
開
発
の
た
め
の
取
り
組

み
状
況
を
み
る
と
、
８
割
超
の

企
業
が
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
開

発
の
た
め
に
取
り
組
み
を
実

施
、
も
し
く
は
検
討
し
て
い
た
。

特
に
、
大
企
業
で
は
そ
の
割
合

が
高
く
、
実
に
94
・
１
％
に
の

ぼ
っ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

変
化
や
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
の
技

術
革
新
が
進
む
な
か
で
、
昨
今

キ
ャ
リ
ア
開
発
・
リ
ス
キ
リ
ン

グ
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る

が
、
大
企
業
を
中
心
に
企
業
側

に
お
い
て
も
施
策
を
実
施
・
検

討
し
て
い
る
様
子
が
見
て
と
れ

る
。

○
ま
た
、
経
団
連
や
経
済
産
業

省
が
推
奨
し
た
こ
と
で
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
リ
ス
キ
リ
ン
グ

に
つ
い
て
は
、
76
・
７
％
の
企

業
が
経
営
課
題
と
し
て
位
置
付

け
て
い
た
。
一
方
で
、
リ
ス
キ

リ
ン
グ
を
経
営
課
題
と
位
置
付

た
。
最
も
多
か
っ
た
仕
組
み
は

「
定
期
面
談
で
の
将
来
の
希
望

の
確
認
」
で
、
74
・
０
％
の
企

業
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

従
業
員
規
模
別
で
み
る
と
、
大

企
業
は
、
取
り
入
れ
て
い
る
と

回
答
し
た
仕
組
み
の
数
が
中

堅
・
中
小
企
業
と
比
較
し
て
多

い
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
中

で
も
、「
社
内
公
募
制
（
ジ
ョ
ブ

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
） 

の
導
入
」「
グ

ル
ー
プ
企
業
や
外
部
の
企
業
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
へ
の
出
向
、

研
修
出
向
等
」「
大
学
院
な
ど
学

校
へ
の
派
遣
、留
学
」
は
中
堅・

中
小
企
業
と
比
べ
、
大
企
業
で

は
取
り
入
れ
て
い
る
と
の
回
答

が
多
く
な
っ
て
い
る
。

2
．
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
経
営
課

題
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
企

業
は
約
８
割

　

経
営
課
題
と
し
て
の
リ
ス
キ

リ
ン
グ
の
重
視
度
に
つ
い
て
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ

を
重
要
な
経
営
課
題
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
企
業
は
、
全
体

の 

45
・
６
％
だ
っ
た
（「
取
り

組
み
優
先
度
が
高
い
重
要
な
経

営
課
題
」（
７
・
９
％
）「
重
要

な
経
営
課
題
」（
37
・
８
％
）
の

合
計
）。「
経
営
課
題
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な

い
」
ま
で
含
め
る
と
、
経
営
課

題
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
企

業
は 

76
・
７
％
に
の
ぼ
る
。
従

業
員
規
模
別
で
み
る
と
、
大
企

業
は
中
堅
・
中
小
企
業
と
比
較

し
て
経
営
課
題
と
し
て
の
重
要

度
が
高
い
傾
向
が
あ
り
、
64
・

７
％
の
企
業
が
「
重
要
な
経
営

課
題
」
と
位
置
付
け
て
い
た

（「
取
り
組
み
優
先
度
が
高
い
重

要
な
経
営
課
題
」（
16
・
９
％
）

「
重
要
な
経
営
課
題
」（
47
・
８

％
）
の
合
計
）

3
．
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
経
営
課

題
に
位
置
付
け
て
い
る
企
業
の

う
ち
、
取
り
組
み
を
始
め
て
い

る
企
業
は
２
割
未
満「
Ａ
Ｉ
、Ｉ

ｏ
Ｔ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
関
連
」

ス
キ
ル
へ
の
注
目
度
が
高
い

　

リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
経
営
課
題

に
位
置
付
け
て
い
る
企
業
（
ｎ

＝
４
５
７
）
に
対
し
て
、
リ
ス

キ
リ
ン
グ
に
対
す
る
現
在
の
取

り
組
み
状
況
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
会
社
（
組
織
）
と
し
て
既

に
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
企

業
は 

16
・
８
％
と
高
く
は
な
か

っ
た
も
の
の
、
検
討
中
（
28
・

０
％
）の
企
業
も
含
め
る
と
44
・

９
％
の
企
業
が
会
社（
組
織
）と

し
て
の
取
り
組
み
を
実
施
・
検

討
し
て
い
た
。

　

従
業
員
規
模
別
で
み
る
と
、

大
企
業
は
、
既
に
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
企
業
が
26
・
５
％

と
、
全
体
と
比
較
し
て
約
10
ポ

イ
ン
ト
高
く
、
検
討
中
（
36
・

３
％
）
も
含
め
る
と
62
・
８
％

の
企
業
が
取
り
組
み
を
実
施
・

検
討
し
て
い
た
。

　

次
に
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
経

営
課
題
に
位
置
付
け
て
い
る
企

業
に
対
し
て
、
想
定
さ
れ
る
リ

ス
キ
リ
ン
グ
の
内
容
に
つ
い
て

尋
ね
た
。
技
術
、
Ｉ
Ｔ
、
研
究

開
発
部
門
の
社
員
に
対
し
て
広

く
推
奨
し
て
い
る
リ
ス
キ
リ
ン

グ
の
内
容
は
、「
Ａ
Ｉ
、Ｉ
ｏ
Ｔ
、

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
関
連
」（
67
・

２
％
）、「
現
在
の
研
究
・
開
発

に
隣
接
す
る
分
野
の
知
識
・
ス

キ
ル
」（
56
・
５
％
）、「
デ
ー
タ

解
析
な
ど
の
統
計
、
分
析
ス
キ

ル
」（
48
・
１
％
）
と
、
い
わ
ゆ

る
「
理
系
」
ス
キ
ル
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
技
術
、
Ｉ
Ｔ
、
研
究

開
発
以
外
の
部
門
の
社
員
に
対

し
て
は
、「
現
在
の
専
門
に
隣
接

リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
経
営
課
題
と
位
置
付
け
て
い
る
企
業
は 

8 

割
弱
に
達
す
る
も
、
そ
の
う
ち
取
り
組
み
開
始
企
業
は

２
割
未
満

『
当
面
す
る
企
業
経
営
課
題
に
関
す
る
調
査 -

組

織
・
人
事
編 

２
０
２
３
‐
』 

調
査
結
果
発
表

日
本
能
率
協
会
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みなさまのニーズに即、
お応えできる材料商社

関東金誠株式会社
●取り扱い商品

非鉄金属／めっき材料／研磨材料
本　　　社　〒 123-0844 東京都足立区興野 1丁目 14 番 19 号

4227）2583（30XAF／1227）2583（30☎
高崎営業所　〒 370-1207 群馬県高崎市綿貫町 7 4 6 番地

0293）643（720XAF／5293）643（720☎

◇
開
催
日
：

令
和
５
年
10
月
13
日
㈮
※
完
全

事
前
申
込
制

◇
会　

場
：
大
阪
産
業
創
造
館

（
受
付
：
４
Ｆ
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル
）
大
阪
市
中
央
区
本
町
１-

４-

５
◇
参
加
費
：
無
料

◇
時　

間

・
パ
ネ
ル
展
示 

10
時-

17
時

・
講
演
会 

11
時-

12
時

・
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

　

13
時-

14
時
10
分

・
シ
ョ
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン 

　

14
時
10
分-

15
時
15
分

◇
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

・
ｅ
パ
ネ
ル
展
示
：

10
月
13
日
㈮
～
10
月
22
日
㈰
・

講
演
会(

ラ
イ
ブ
配
信
の
み)

：

10
月
13
日
㈮

◇
申　

込
：
下
記U

RL

か
ら

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

https://www.sansokan.jp/
events/eve_detail.san?H

_
A_NO=41194

https://orist.jp/orist/events/seminar/2023/10/20231013.html

『産業技術支援フェア in KANSAI2023』
〜ものづくり×「いのちをつなぐ」〜

塚田理研工業では、プラスチック上へのめっき処理
（加飾、電磁波シールド・放熱めっき等） 塗装品、エ
ンプラ材へのめっきを展示した。

諏訪三社電機では、カスタムスイッチング電源、高信頼 ATX
電源、バッテリバックアップ電源、低ノイズ電源、医療用
電源、産機用電源、急速充電ユニット、新エネルギー、充
放電コントロールユニットを展示した。

松定プレシジョンでは、ハイブリッド車や電気自動車の車載用イ
ンバータ、モータ、大容量バッテリ、キャパシタなどの評価に最
適なハイパワー回生型直流電源を中心に、豊富なラインナップ
を誇る直流電源や、高圧電源、四象限バイポーラ電源など電源
の総合メーカである同社ならではの様々な電源を展示した。
また、電源以外にも、不具合品検査も素早くできる X 線検査装
置や、作業環境のクリーン化に貢献する吸煙機も展示した。

　SEMI（本部：米国カリフォルニア州ミルピタス）は 8 月 15 日（米国時）、Te
chInsights と共同して発行している最新の Semiconductor Manufacturing 
Monitor レポート［*1］において、IC 売上高の連続減少が緩和し始めており、世
界の半導体産業のダウンサイクルの終わりが近づいている模様で、2024 年には
回復に向かうとの予測を示した。電子機器の売上高は、2023 年第 3 四半期に前
期比 10% 増加の健全な成長を記録する見込みだが、同期のメモリー IC の売上高

は、2022 年第 3
四半期に下降傾
向に入って以来
はじめて、二桁
成長を記録する
ことが予測され
ている。

SEMI お よ び
TechInsights は
今年 2023 年後
半 期 に つ い て、
半導体製造分野
に対する逆風が
続くとの見解を
示している。垂
直統合型デバイ
ス メ ー カ ー

（IDM）およびフ
ァブレスメーカ
ーの高水準の在
庫の調整が引き
続きファブ稼働
率 を 抑 制 し、
2023 年 第 3 四

半期の稼働率は 2023 年前半期の水準を大きく下回るであろう。半導体製造装置
の販売額およびシリコンウェーハの出荷面積は 2023 年前半期は安定して推移し
たが、半導体製造分野の低調が波及し、今年後半期には減少することが予測され
る。
半導体産業の市場指標は、2023 年上半期末に底を打ち、市場はそこから回復に
転じて 2024 年の継続成長の土台をつくることを示している。2024 年は全ての
分野で前年から増加し、電子機器の売上高は 2022 年のピークを上回ることが予
測される。
SEMI の市場情報担当シニア・ディレクタ Clark Tseng は、「需要の回復が予想
よりも遅いため、在庫の正常化は当初の予測から 2023 年末までずれ込むでしょ
う。しかし、最近の動向は IC が最悪の状況を抜けたことを示唆しています。半導
体製造は 2024 年第 1 四半期に底を打つと予想しています」と述べている。
また、TechInsights の市場分析担当ディレクタ Boris Metodiev は、「半導体市
場は過去 4 四半期にわたり急激な落ち込みを見せましたが、製造装置の販売額と
ファブ建設は予想をはるかに上回る業績を上げています。政府の産業支援が新し
いファブ計画をけん引し、高い受注残によって製造装置の販売額は維持されまし
た」と述べている。

SEM I
２
０
２
３
年
７
月
26
日
～
28
日
の
３
日
間

に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
東
展
示
棟
で
開
催

さ
れ
た
「
テ
ク
ノ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
２
０
２

３
」
は
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
と
そ
れ
ら
に
関
連
す
る
モ
ー
タ
ー

技
術
、
電
源
シ
ス
テ
ム
な
ど
10
の
専
門
領

域
の
最
新
の
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
の
展
示
会

で
領
域
毎
に
技
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
た
。 

主
催
は
Ｊ
Ｍ
Ａ(

一
般
社
団
法

人
日
本
能
率
協
会)

で
、
ア
ジ
ア
で
最
大

級
の
展
示
会
と
会
議
。
同
展
に
出
展
し
た

表
面
処
理
業
界
の
企
業
を
紹
介
す
る
。

テクノフロンティア 2023

各機関一押しの技術を体験頂き、一緒に未来につながる、
今までにない産業技術を考えてみませんか？
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耐酸石英ヒーター　
現在温度、目標温度が一目で分かりやすく
簡単に温度設定が可能です。センサーは
Pt100Q（白金抵抗体）を使用しており、
SUS 管にテフロンチューブを皮膜してい
るので薬品を選びません。

用途：クロームめっき・金めっき・無電解
ニッケル等液中潜水用、簡易防水用等多種
あります。規格寸法の他に特殊電圧、寸法
もあります。

デジタル自動温度調節器

有限会社シンワ電熱 〒 132-0025　東京都江戸川区松江 2-29-14
TEL:03-5607-1187       FAX:03-5607-1182

（型式：Ｄタイプ）

本            社　〒 120-0047 東京都足立区宮城 1-35-11
東日本営業所   TEL 03-5959-6701  FAX 03-5959-6711
西日本営業所　〒 510-0051 三重県四日市市千歳町 1-52
                     TEL 059-353-5094   FAX 059-354-8688
群 馬 工 場  〒 370-0426 群馬県太田市世良田町 3023
（加工部門）   TEL 0276-40-7150   FAX 0276-40-7152

一
般
社
団
法
人
日
本
能
率
協
会

(

東
京
港
区
、
中
村
正
己
会
長
、

Ｊ
Ｍ
Ａ)

は
「
も
の
づ
く
り
人

材
が 

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
使

い
こ
な
す
方
法
講
演
会
」(

２

０
２
３
年
７
月
７
日 

13
時
30

分
～
15
時
30
分)

に
参
加
登
録

し
た
２
０
４
５
人
を
対
象
に

「
企
業
に
お
け
る
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ

Ｐ
Ｔ
の
活
用
実
態
調
査
」
を
実

施
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
は
こ

ち
ら https://www.jma.or.

jp/im
g/pdf/pdf-2023-

chatgptreport.pdf

【
調
査
概
要
】

調
査
対
象
：「
も
の
づ
く
り
人
材

が
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
使
い
こ

な
す
方
法
」
講
演
会
」
に
参
加

登
録
者
２
０
４
５
人

調
査
期
間
： 

２
０
２
３
年
６
月

30
日
～
７
月
７
日

調
査
機
関
：
自
社
調
査

調
査
方
法
： 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
任
意
回
答

有
効
回
答
数
： 

１
２
６
５
人

（
対
象
者
回
答
率 

61
・
９
％
）

【
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
】

・
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
利
用
経

験
者
は
43
・
０
％
と
回
答
。

・
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
つ
い
て
、

「
な
ん
と
な
く
理
解
し
て
い
る
・

あ
る
程
度
説
明
で
き
る
・
全
て

説
明
で
き
る
」
の
回
答
者
は 

71
・
２
％
。

・
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
使
い
始

め
た
き
っ
か
け
の
ベ
ス
ト
３

１
位:

興
味
が
あ
っ
た
か
ら

(

53
％) 

２
位:

便
利
そ
う
だ
と
思
っ
た

か
ら(
47
・
５
％)

３
位:
新
技
術
を
試
し
た
い
か

ら(

44
・
８
％)

・
利
用
目
的
の
ベ
ス
ト
３

１
位:

ア
イ
デ
ア
出
し

２
位:

文
章
要
約

３
位:

文
章
生
成

・
業
務
で
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を

利
用
拡
大
す
る
上
で
の
課
題
ベ

ス
ト
３

１
位:

情
報
漏
洩

２
位:

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
回
答

精
度

３
位:

著
作
権

・
61
・
１
％
の
人
が
現
在
の
仕

事
や
業
務
が
今
後
、
Ａ
Ｉ
に
置

き
換
わ
る
と
思
っ
て
い
る
。

・
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
活
用
し

て
、
社
内
規
則
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
「
作
成
し
た
・
作
成
中
・

作
成
を
検
討
中
」
と
答
え
た
企

を
持
つ
役
員
［*

］
と
11
名
の
名

誉
役
員
は
欧
州
、
中
国
、
日
本
、

韓
国
、
北
米
、
台
湾
の
企
業
を

代
表
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
範
囲
を
反

映
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
役
員

は
正
会
員
の
選
挙
に
よ
り
投
票

権
を
持
つ
役
員
と
し
て
選
出
さ

れ
る
。
投
票
権
を
持
つ
役
員
の

任
期
は
３
年
で
あ
り
、
最
大
５

期
15
年
を
務
め
る
こ
と
が
可

能
。

*

18
名
の
投
票
権
を
持
つ
役
員

の
内
、
日
本
地
区
か
ら
選
出
さ

れ
た
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
役
員
は
新
任
の

Ｊ
Ｓ
Ｒ
のEric Johnson

氏
、

再
任
さ
れ
た
村
田
機
械
の
村
田 

大
介
氏
、ニ
コ
ン
の
牛
田 

一
雄

氏
、
お
よ
び
任
期
中
の
東
京
エ

レ
ク
ト
ロ
ン
（
株
）
代
表
取
締

役
社
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
河
合 

利
樹

氏
の
４
名
と
な
る
。

て
選
出
さ
れ
た
こ
と
を
発
表
し

た
。
ま
た
、
役
員
選
挙
で
は
規

約
に
従
っ
て
次
の
７
名
の
現
役

員
の
再
任
を
承
認
し
た
。

・VAT Group CEO

　

M
ike 

Allison

氏

・D
ongjin Semichem CEO 

業
は
68
・
８
％
。

【
Ｊ
Ｍ
Ａ
の
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
】

Ｊ
Ｍ
Ａ
で
は
９
月
よ
り
「
Ｃ
ｈ

ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ(

対
話
型
Ａ
Ｉ)

活
用
ス
キ
ル
習
得
セ
ミ
ナ
ー
」

と
し
て
開
催
す
る
。
現
在
参
加

者
募
集
中
。

詳
細
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ https://

school.jma.or.jp/products/
detail.php?product_
id=152449

【
本
件
の
内
容
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
先
】

一
般
社
団
法
人
日
本
能
率
協
会 

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

セ
ミ
ナ

ー
事
務
局 

担
当:

佐
藤
、
楠
見

〒
１
０
５
‐
８
５
２
２ 

東
京

都
港
区
芝
公
園 

３
‐
１
‐
22 

Ｔ
Ｅ
Ｌ: 

03
‐
３
４
３
４
‐
１

４
１
０
／E-mail:tech-con@
jma.or.jp

ChatG
PT

を
活
用
し
て
、
社
内
規
則
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
「
作
成
し
た
り
、
検
討
中
」

と
答
え
た
企
業
は
68
・
８
％
に

も
の
づ
く
り
人
材
の
61
・
１
％
の
人
が
現
在
の
仕
事
や
業
務
が
今
後
、
Ａ
Ｉ
に
置
き
換

わ
る
と
思
っ
て
い
る

「
企
業
に
お
け
る
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
活
用
実
態
調
査
」
を
実
施

日
本
能
率
協
会

Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
（
本
部
：
米
国
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ミ
ル
ピ
タ
ス
）

は
８
月
７
日
（
現
地
時
間
）、Ｊ

Ｓ
Ｒ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役

Ｃ
Ｅ
Ｏ
兼 

社
長
のEric John

son

（
エ
リ
ッ
ク
・
ジ
ョ
ン
ソ

ン
）
氏
が
、
新
た
に
役
員
と
し

and Vice Chairman　

Chun 
Hyuk Lee

氏

・Entegris 

社
長 

兼 CEO

　

Bertrand Loy

氏

・
村
田
機
械
（
株
）
代
表
取
締

役
社
長　

村
田 

大
介
氏

・EO Technics CEO

　

Kyu 
Dong Sung

氏

・
ニ
コ
ン
（
株
）
取
締
役
会
議

長　

牛
田 

一
雄
氏

・JC
E
T
 G
roup C

E
O

　

L
i 

Zheng

氏

　

選
出
さ
れ
た
役
員
は
Ｓ
Ｅ
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ 

Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ 

２
０
２

３
に
お
い
て
、
７
月
12
日
に
開

催
さ
れ
た
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
会
員
年
次

総
会
に
て
就
任
し
た
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
の
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
のAjit M

anocha

（
ア
ジ
ッ
ト
・
マ
ノ
チ
ャ
）
は

「
こ
の
度
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
役
員
に
選

任
ま
た
再
任
さ
れ
た
皆
様
に
お

祝
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
世
界
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
製
造
・
設
計
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
た
め
に
尽
力
い
た
だ
く

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
の
役
員
会
は
さ
ま
ざ

ま
な
業
界
の
分
野
・
地
域
を
代

表
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
の
活

動
が
業
界
の
成
長
を
促
進
し
、

会
員
に
卓
越
し
た
価
値
を
提
供

で
き
る
よ
う
支
援
い
た
だ
い
て

い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
の
18
名
の
投
票
権

　

有
限
会
社
朝
日
鍍
金
工
場

（
東
京
都
江
戸
川
区
松
江
４
‐

20
‐
11
／
遠
藤
清
孝
代
表
取
締

役
社
長
）
の
遠
藤
清
取
締
役
会

長
が
8
月
15
日
に
永
眠
し
た
。

　

葬
儀
は
故
人
の
遺
志
に
よ
り

近
親
者
の
み
で
執
り
行
い
、
弔

問
・
香
典
・
供
花
に
つ
い
て
も

故
人
の
遺
志
に
よ
り
辞
退
す
る

と
の
こ
と
。

Ｊ
Ｓ
Ｒ
の
エ
リ
ッ
ク
・
ジ
ョ
ン
ソ

ン
社
長
を
新
役
員
に
選
出

Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
、

　
　
　

役
員
選
挙
結
果
を
発
表

日
本
鍍
金
新
報
で
は
、
10
月
号
を
水
処
理
・
新

製
品
特
集
と
し
て
、
浄
水
、
排
水
処
理
や
広
告

掲
載
各
社
の
新
製
品
の
情
報
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。

掲
載
各
社
の
皆
様
や
新
規
掲
載
を
お
考
え
の

方
々
は
、
お
早
め
に
弊
社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

　
　

産
業
通
信(

株)

日
本
鍍
金
新
報
編
集
部

訃
　
報
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ＦＲＰ加工・成型・施工

　南 越 化 成合同
会社

〒315-0121　茨城県石岡市真家 422
電 話　0299-46-0063　　E-mail  info@minamisyou.co.jp

信頼と信用をかたちに

　

株
式
会
社
三
進
製
作
所
特
別

顧
問
で
株
式
会
社
三
進
ろ
過
工

業
代
表
取
締
役
の
柳
下
幸
一
氏

が
７
月
17
日
に
逝
去
し
た
こ
と

に
伴
い
、
株
式
会
社
三
進
製
作

所
・
株
式
会
社
三
進
ろ
過
工
業

の
合
同
社
葬
が
８
月
25
日
13
時

よ
り
、
名
古
屋
市
千
種
区
に
あ

る
い
ち
や
な
ぎ
中
央
斎
場
春
夏

秋
冬
の
間
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
故
人
を
表
す
よ
う
な

太
陽
の
光
が
燦
燦
と
降
り
注
ぐ

中
、
大
勢
の
方
々
が
故
人
と
の

別
れ
の
為
に
参
列
し
た
。

　

会
場
に
は
２
０
０
基
を
超
す

生
花
が
並
び
、
５
０
０
名
を
超

え
る
方
々
が
参
列
し
た
。

　

式
で
は
、
友
人
の
２
人
が
弔

辞
を
読
ま
れ
、
学
生
時
代
か
ら

の
遍
歴
を
交
え
、
故
人
と
の
交

わ
り
等
、
故
人
の
実
績
や
人
柄

な
ど
を
表
す
心
の
こ
も
っ
た
言

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

10
月
初
旬
に
掲
載
予
定
の
「
フ

ァ
イ
ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
必

ず
確
認
す
る
こ
と
。）

<

注
意
！>

１
、
聴
講
を
希
望
す
る
方
は
大

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
事
前
参

加
登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

  

※
現
地
で
の
当
日
参
加
登
録

受
付
は
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。

２
、
オ
ン
ラ
イ
ン
聴
講
時
の
質

疑
応
答
に
つ
い
て
は
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ

ｓ
上
の
チ
ャ
ッ
ト
あ
る
い
は
後

日
質
問
フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
受
付

の
み
と
な
る
。
口
頭
で
の
質
問

は
で
き
な
い
。

３
、
現
地
参
加
さ
れ
る
方
も
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
聴
講
が
可
能
。

申
し
込
み
は
こ
ち
ら
か
ら

https://www.jsae.or.jp/tai
kai/2023aki/attend/

問
い
合
わ
せ　

技
術
交
流
事
業

課　

江
頭
・
澤
辺　

event@
jsae.or.jp

　

今
回
の
秋
季
大
会
は
名
古
屋

国
際
会
議
場
に
て
現
地
開
催
を

メ
イ
ン
と
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
配
信
の
聴
講
を
併

用
し
て
開
催
す
る
。

学
術
講
演
会
で
は
62
セ
ッ
シ
ョ

ン
・
３
０
１
件
の
講
演
発
表
を

実
施
す
る
ほ
か
、
シ
ス
テ
ム
ズ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、Technical Review

や

市
民
公
開
特
別
講
演
、
学
生
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
さ
ら
に

秋
季
大
会
パ
ー
テ
ィ
も
実
施
す

る
。

◆
２
０
２
３
年
秋
季
大
会 

開

催
概
要

【
会　

期
】
10
月
11
日
（
水
）
～

13
日
（
金
）

【
会　

場
】名
古
屋
国
際
会
議
場

+

オ
ン
ラ
イ
ン
聴
講

【
主　

催
】
自
動
車
技
術
会

◎
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
こ
ち
ら
か
ら

　

https://www.jsae.or.jp/
taikai/2023aki/outline/

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
変
更
さ

中
小
企
業
組
合
に
よ
る
団
体
協

約
、
組
合
協
約
の
活
用

（
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
・
中

小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
組
合
）

組
合
員
と
取
引
関
係
に
あ
る
事

業
者
と
中
小
企
業
組
合
が
団
体

協
約
等
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
、
取
引
条
件
を
決
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

例
え
ば
、
こ
ん
な
条
件
を
決
め

ら
れ
る

◉
納
入
す
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
最
低
価
格

◉
納
品
に
係
る
支
払
条
件
（
支

払
期
日
、
支
払
方
法
な
ど
）

◉
納
入
す
る
製
品
の
品
質
、
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
最
低
条
件

組
合
員
と
取
引
関
係
に
あ
る
事

業
者
と
中
小
企
業
組
合
が
団
体

協
約
等
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
、
取
引
条
件
を
決
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

団
体
協
約
等
締
結
の
要
件
・
効

果※
中
小
企
業
組
合
に
よ
る
団
体

協
約
等
は
、
中
小
企
業
等
協
同

組
合
法
等
の
定
め
る
要
件
を
満

た
せ
ば
、
独
占
禁
止
法
の
適
用

除
外
と
な
る
。
独
占
禁
止
法
適

用
除
外
制
度
に
関
し
て
不
明
な

点
は
公
正
取
引
委
員
会
の
相
談

窓
口
に
問
合
せ
る
こ
と
。

◆
団
体
協
約
を
締
結
で
き
る
組

合
は
、
事
業
協
同
組
合
、
事
業

協
同
小
組
合
、
協
同
組
合
連
合

会
、
商
工
組
合
（
商
工
組
合
に

お
い
て
は
「
組
合
協
約
」）。

◆
団
体
協
約
を
締
結
す
る
組
合

の
事
業
と
し
て
、
定
款
に
「
組

合
員
の
経
済
的
地
位
の
改
善
の

た
め
に
す
る
団
体
協
約
の
締

結
」
を
行
う
旨
を
定
め
る
必
要

が
あ
る
。

◆
団
体
協
約
を
締
結
す
る
前

に
、
そ
の
内
容
を
総
会
に
諮
り

承
認
を
得
て
お
く
必
要
が
あ

る
。

◆
団
体
協
約
で
は
、
中
小
企
業

等
協
同
組
合
法
第
９
条
の
２
第

１
項
第
６
号
の
団
体
協
約
で
あ

る
こ
と
を
明
記
し
た
書
面
に
よ

り
締
結
す
る
必
要
が
あ
る
。

◆
団
体
協
約
を
締
結
す
る
と
、

そ
の
効
果
は
組
合
員
に
対
し
て

直
接
及
ぶ
。
以
後
、
相
手
方
と

組
合
員
が
個
別
に
契
約
す
る
取

引
関
係
に
お
い
て
も
、
団
体
協

約
に
基
づ
く
契
約
条
件
が
適
用

さ
れ
る
。

葉
が
並
ん
だ
。

　

最
後
に
喪
主
で
あ
る
株
式
会

社
三
進
製
作
所
の
柳
下
宙
士
社

長
が
、
生
前
の
時
の
出
来
事
や

人
柄
な
ど
を
述
べ
ら
れ
て
参
列

者
に
最
後
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

訃
　
報

公
益
社
団
法
人
自
動
車
技
術
会 

２
０
２
３
年
秋
季
大
会 

聴

講
登
録
受
付
中
（
10
月
２
日
（
月
）
ま
で
早
期
割
引
適
用
）

自
動
車
技
術
会

◆
交
渉
が
不
成
立
と
な
っ
た
場

合
、
行
政
庁
に
対
し
て
あ
っ
せ

ん
・
調
停
を
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

事
業
協
同
組
合
に
お
け
る
「
団

体
協
約
」
の
締
結
・
交
渉
権
は

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
第
９

条
の
２
第
１
項
第
６
号
（
商
工

組
合
に
お
け
る
「
組
合
協
約
」

は
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関

す
る
法
律
第 

17
条
第
７
項
）に

基
づ
き
、
組
合
に
与
え
ら
れ
て

い
る
権
利
。

組
合
は
組
合
員
と
取
引
関
係
に

あ
る
事
業
者
に
対
し
て
団
体
協

約
締
結
の
交
渉
の
申
出
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
申
出
を
受
け
た

取
引
の
相
手
方
は
誠
意
を
も
っ

て
交
渉
に
応
じ
る
も
の
と
さ
れ

て
お
り
、
価
格
交
渉
の
有
効
な

手
段
の
１
つ
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
。

中
小
企
業
組
合
に
よ
る
団
体
協

約
等
の
相
談
窓
口

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
１
１(

２
３
１)

１
９
１
９

青
森
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
１
７(

７
７
７)

２
３
２
５

岩
手
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
１
９(

６
２
４)

１
３
６
３

宮
城
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
２
２(

２
２
２)

５
５
６
０

秋
田
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

取
引
先
と
の
価
格
交
渉
、価
格
転
嫁
対
策
に
組
合
を
活

用
し
よ
う
！

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

【
６
面
へ
続
く
】
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【天 然 鉱 物 使 用 凝 集 剤】
<ECOHEREｼﾘｰｽﾞ>

1) 自然に優しい天然鉱物使用
2) 一剤添加・攪拌で短時間での凝集沈殿
3) フロックの脱水性良好

➡
処理前 処理後

<取扱店 >

延岡本社　　　　TEL0982-24-1161　　（担当 ：川崎）

東京支社　　　　TEL03-4235-3151　　（担当 ：中村）

福岡支社　　　　TEL092-263-7522　　（担当 ：中嶋）

“水処理でお困りの際は、お気軽にご相談下さい”
（お問合せ先）　　https://www.kiyomoto.co.jp

表面処理業界の総合プランナー

めっきのことなら何でもお任せ下さい！

〒144-0051  東京都大田区西蒲田 7 丁目 57 番 11 号
本 社　TEL 03-3733-7131　FAX 03-3739-0321
湘 南　TEL 0466-34-1711　FAX 0466-34-0581
横 浜　TEL 045-461-6088　FAX 045-461-6077

www.sanmatu.co.jp

０
１
８(

８
６
３)

８
７
０
１

山
形
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
２
３(

６
４
７)

０
３
６
０

福
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
２
４(

５
３
６)

１
２
６
１

茨
城
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
２
９(

２
２
４)

８
０
３
０

栃
木
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
２
８(

６
３
５)

２
３
０
０

群
馬
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
２
７(
２
３
２)

４
１
２
３

埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
４
８(

６
４
１)
１
３
１
５

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
４
３(

３
０
６)
３
２
８
１

東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

03(

３
５
４
２)

０
３
８
６

神
奈
川
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会 

０
４
５(

６
３
３)

５
１
３

１新
潟
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
２
５(

２
６
７)

１
１
０
０

長
野
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
２
６(

２
２
８)

１
１
７
１

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
５
５(

２
３
７)

３
２
１
５

静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
５
４(

２
５
４)

１
５
１
１

愛
知
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
５
２(

４
８
５)

６
８
１
１

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
５
８(

２
７
７)

１
１
０
０

三
重
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
５
９(

２
２
８)

５
１
９
５

富
山
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
７
６(

４
２
４)

３
６
８
６

石
川
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
７
６(

２
６
７)

７
７
１
１

福
井
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
７
７
６(

23)

３
０
４
２

滋
賀
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
７
７(

５
１
１)

１
４
３
０

京
都
府
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
７
５(

７
０
８)

３
７
０
１

奈
良
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
７
４
２(

22)

３
２
０
０

大
阪
府
中
小
企
業
団
体
中
央
会

連
携
支
援
課
06(

６
９
４
７)

４
３
７
１

連
携
対
策
課
06(

６
９
４
７)

４
３
７
２

兵
庫
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
７
８(
３
３
１)

２
０
４
５

和
歌
山
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会 

０
７
３(
４
３
１)

０
８
５

２鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
８
５
７(

26)

６
６
７
１

島
根
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
８
５
２(

21)

４
８
０
９

岡
山
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
８
６(

２
２
４)

２
２
４
５

広
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
８
２(

２
２
８)

０
９
２
６

山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
８
３(

９
２
２)

２
６
０
６

徳
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
８
８(

６
５
４)

４
４
３
１

香
川
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
８
７(

８
５
１)

８
３
１
１

愛
媛
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
８
９(

９
５
５)

７
１
５
０

高
知
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
８
８(

８
４
５)

８
８
７
０

福
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
９
２(

６
２
２)

８
７
８
０

佐
賀
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
９
５
２(

23)

４
５
９
８

長
崎
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
９
５(

８
２
６)

３
２
０
１

熊
本
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
９
６(

３
２
５)

３
２
５
５

大
分
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
９
７(

５
３
６)

６
３
３
１

宮
崎
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
９
８
５(

24)

４
２
７
８

鹿
児
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会 

０
９
９(

２
２
２)

９
２
５

８沖
縄
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

０
９
８(

８
６
０)

２
５
２
５

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

政
策
推
進
部

03(

３
５
２
３)
４
９
０
２

振
興
部

03(

３
５
２
３)

４
９
０
５

経
済
産
業
省

　
　
　
「
こ
ど
も
デ
ー
」
に
出
展

全
鍍
連

【
５
面
よ
り
続
く
】

　
「
め
っ
き
」
っ
て
な
ん
だ
ろ

う
？　

電
気
を
流
し
て
ピ
カ
ピ

カ
金
め
っ
き
を
、
つ
く
っ
て
み

よ
う
！
と
銘
打
っ
て
、
全
鍍
連

で
は
２
０
２
３
年
８
月
２
日
に

経
済
産
業
省
こ
ど
も
デ
ー
に
出

展
し
、「
こ
ど
も
め
っ
き
体
験
」

を
実
施
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
霞
が
関

の
府
省
庁
が
連
携
し
て
、
施
策

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
こ
ど

も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」
に
合
わ

せ
て
開
催
し
て
い
る
。

　

当
日
は
沢
山
の
参
加
者
が
来

場
し
、
め
っ
き
の
原
理
と
題
し

た
パ
ネ
ル
で
は
「
ど
う
し
て
色

が
変
わ
っ
て
ピ
カ
ピ
カ
に
な
る

の
？
」
で
め
っ
き
液
に
溶
け
て

い
る
金
が
電
機
が
通
っ
た
金
属

に
く
っ
つ
く
様
子
や
色
々
な
と

こ
ろ
に
使
わ
れ
て
い
る
絵
が
描

か
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、「
め
っ
き
」
の
は
た
ら

き
の
パ
ネ
ル
で
は
装
飾
性
や
機

能
性
の
説
明
を
し
て
子
供
が
理

解
し
や
す
い
言
葉
で
説
明
さ
れ

て
い
た
。


